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安安安全全全にににつつついいいててて
警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

この製品は、関連する全ての欧州指令に適合してい
ます。詳細についてはこの冊子の末尾にあるDOI適
合宣誓書をご覧ください。

間間間違違違っっったたた使使使いいい方方方ややや整整整備備備不不不良良良ははは人人人身身身事事事故故故なななどどどののの原原原因因因ととと
なななりりりままますすす。。。事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、以以以下下下ににに示示示すすす安安安全全全上上上
ののの注注注意意意ややや安安安全全全注注注意意意標標標識識識のののつつついいいててていいいるるる遵遵遵守守守事事事項項項ははは必必必ずずず
おおお守守守りりりくくくだだださささいいい「「「注注注意意意」」」、、、「「「警警警告告告」」」、、、おおおよよよびびび「「「危危危
険険険」」」ののの文文文字字字ははは、、、人人人身身身ののの安安安全全全ににに関関関わわわるるる注注注意意意事事事項項項ををを示示示ししし
ててていいいままますすす。。。こここれれれらららののの注注注意意意ををを怠怠怠るるるととと死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重
大大大ななな人人人身身身事事事故故故ががが発発発生生生すすするるるここことととがががああありりりままますすす。。。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 本機のエンジンを掛けたり、実際にご使用にな

る前に必ずこのマニュアルをお読みになり内容
をよく理解してください操作方法をしっかり身
につけ、緊急時にすぐに停止できるようになっ
てください。

• 子供に運転させないでください。大人であって
も適切な訓練を受けていない人には運転させな
いでください。このマニュアルを読み、内容を
きちんと理解し、さらに法面における運転に習
熟した人のみが取り扱ってください。

• アルコールや薬物を摂取した状態で運転や操作
を行うことは避けてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな
ります。稲光が見えたり雷が聞こえるような場
合には機械を運転しないで安全な場所に避難し
てください。

• 作業場所をよく確認し、はね飛ばされる危険の
あるものはすべて取り除いてください。 作業場
所から人を十分に遠ざけてください。

• ガードなどの安全装置は必ず所定の場所に取り
付けて使用してください。 安全カバーが破損し
たり、ステッカーの字がよめなくなったりした

場合には、機械を使用する前に修理し、ステッ
カーは新しいものに貼り換えてください。ま
た、常に機械全体の安全を心掛け、ボルト、
ナット、ネジ類が十分に締まっているかを確
認してください。

• また、だぶついた衣類は機械にからみつく危険
がありますから着用しないでください。 作業に
は、必ず長ズボンと、頑丈で滑りにくい靴を着用
してください。安全メガネ、安全靴、およびヘ
ルメットの着用をおすすめします。地域によっ
てはこれらの着用が義務付けられています。

• インタロックスイッチを正しく調整してくださ
い走行ペダルが踏まれていないニュートラル位
置にあってPTOが 解除位置 にない限りエンジン
が始動しないのが正しい調整状態です。

• 給油はエンジンを掛ける前に行いましょう。燃
料をこぼさないように注意してください。燃料
は引火性が高いので、取り扱いには十分注意し
てください。

– 燃料は認可された容器に保管する。

– エンジン回転中や停止直後に燃料タンクのふ
たを開けない。

– 燃料取り扱い中は禁煙を厳守する。

– 給油は屋外で行い、タンクの天井給油口の根
元 から約 25mm下より上には燃料を入れない

– こぼれた燃料はふき取る。

運運運転転転中中中ににに
• エンジンの始動や運転操作は必ず着席して行っ

てください。

• 運転席のリテーナピンが取り付けられているこ
とを必ず確認してください。

• エンジンを始動する前に

– 駐車ブレーキを掛ける。

– 走行ペダルがニュートラル、PTOが解除と
なっていることを確認する。

– エンジンを始動しら駐車ブレーキを解除し、
走行ペダルを踏まずに様子を見る。機体が勝
手に走り始めないことを確認する。走りだす
のはニュートラル復帰機構の調整不良であ
る。エンジンを止め、走行ペダルを踏まなけ
れば機体が走り出さないように調整する。
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• 締め切った場所でエンジンをかけるときは、必
ず十分な換気を確保してください。エンジンか
らの排気は有毒であり、場合によっては死亡
事故につながります。

• 車両は一人乗りです。絶対に人を乗せないで
ください。

• 頭上の安全木の枝、門、電線などに注意して
ください。

• 刈り込みデッキは必ず、デフレクタまたはブロ
ア・アセンブリを装着した状態でご使用くださ
い。

• 斜面での運転操作に十分に慣れていることが必
要です。斜面での注意不足から車両を制御でき
なくなると、転覆・転倒など重大な事故に結び
つく危険が非常に高くなりますから、集中して
慎重に運転してください。

• 斜面の横切り運転は十分注意してください斜面
の横切り中や斜面の登り・下り走行中は急停
止や急発進をしない。

• 斜面でエンストしたり、坂を登りきれなくなった
時は、絶対にターンしないでください。必ずバッ
クで、ゆっくりと、まっすぐに下がって下さい。

• 運転には十分な注意が必要です転倒や暴走事故
を防止するために以下の点にご注意ください

– 作業は日中または十分な照明のもとで行う。

– 運転は常に慎重に。

– 急停止や急発進をさける。

– バックする際には後方の安全を確認する。

– 隠れた穴などの見えない障害に警戒を怠らな
いでください。

– サンドトラップや、溝・小川など危険な場
所の近くを通らない

– 小さな旋回をする時や斜面で旋回を行う時に
は必ず減速する

– 斜面を下るときには、機体を安定させるため
に、刈り込みデッキを降下させておく。

• ブロア・アセンブリを装着しないで刈り込みを
行う場合は、必ずデフレクタを取り付けて一番低
い位置にセットしてご使用ください。この製品
は、排出されるものがデッキから地表面に向かう
過程で運動エネルギーを失うように設計されて
います。しかし、だからといって油断は禁物人
や動物が突然目の前に現れたら、直直直ちちちにににリリリーーールルル
停停停止止止注意が分散してしまい、地形の変化や障害
物に気づかなかったり、ガードの取り付け位置
が悪かったりすると、ものを跳ね飛ばし、負傷
事故を起こす危険が高くなります。周囲に人が
いなくなるまで作業を再開しないでください。

• ブレードやデッキのその他部分が完全に停止す
るまではデッキを上昇させないでください。

• ブレードが硬いものにぶつかったり機械が異常
な振動をしたりした場合は 直ちに PTOを解除
し スロットルを下げ、駐車ブレーキを掛け、エ
ンジンを停止してください。そして、エンジンが

万一にも始動しないように、キーは抜き取って
ください。その後、刈り込みデッキ、ブロア・
アセンブリ、トラクションユニットに破損が発
生していないか点検しましょう。損傷や異常が
あれば修理を行ってください。点検修理が終わ
るまではエンジンを始動しないでください。刈
り込み用のブレードは適切に整備して良い状態
に維持し、ブレードボルトが所定のトルクに締
め付けられているか点検してください刈り込み
デッキのオペレーターズマニュアルを参照。

• 刈り込みデッキからの排出部やブロア・アセン
ブリに万一詰まりが発生した場合には、必ず、
PTOを解除してエンジンを停止してから、詰ま
りを取り除いてください。

• 走行を停止するには、走行ペダルから足を離し
ます。走行ペダルをゆっくりと後退側に踏み込
むと、より強力なブレーキがかかります。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本体や
マフラー、シュラウドなどに触れないでくださ
い。触れると火傷を負う危険があります。

• 機械から離れる前には、必ずカッティングユ
ニットを地面に降下させ、キーを抜き取って
ください。

• 運転席を離れる前に

– 走行ペダルをニュートラルに戻し、ペダル
から足を離す。

– 駐車ブレーキを掛け、PTOを解除する。

– そして、エンジンを止め、キーを抜き取る。
機械各部の動きが完全に停止したのを確認
し、それから運転席を離れる。

保保保守守守
• 整備・調整格納作業の前には、エンジンが不意

に作動することのないよう、必ずキーを抜き
取っておいてください。

• 大がかりな修理が必要になった時や補助が必要
な時は、Toro正規代理店にご相談ください。

• 火災防止のため、エンジンの周囲に、余分なグ
リス、草や木の葉、ホコリなどが溜まらない
ようご注意ください。

• ボルト、ナット、ネジ類は十分に締めつけ、常
に機械全体の安全を心掛けてください。刈り込
みブレードのボルトが所定のトルクに締め付け
られているか点検してください 刈り込みデッキ
のオペレーターズマニュアルを参照。

• 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検してく
ださい 油圧を掛ける前に、油圧ラインの接続や
ホースの状態を確認してください。

• 油圧のピンホール・リークやノズルからは作動
油が高圧で噴出しているので、手などを近づけ
ない。リークの点検には新聞紙やボール紙を使
い、絶対に手を直接差し入れたりしない。高圧
で噴出する作動油は皮膚を貫通し、身体に重大
な損傷を引き起こします。万一、油圧オイルが
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体内に入った場合には、この種の労働災害に経
験のある施設で数時間以内に外科手術を受けな
いと壊疽を起こします。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエンジン
を停止し、アタッチメントを下降させてシステ
ム内部の圧力を完全に解放してください。

• エンジンを回転させながら整備や調整を行わな
ければならない時は、手足や頭や衣服をカッ

ティングユニットやPTOシャフトなどの可動部
に近づけないように十分ご注意ください。

• この製品は、乗用芝刈り機の安全基準に適合す
る製品として製造されています。いつも最高の性
能を維持し、安全を確保するために、交換部品
は必ず の純正部品をご使用ください。他社の部
品やアクセサリを御使用になると、安全規格に
適合しなくなる可能性があり、その場合には製
品保証を受けられなくなる可能性があります。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損
したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

93–6696

1. 負荷が掛かっている危険オペレーターズマニュアルを読む
こと。

106-6753

1. 異物が飛び出す危険人を近づけないこと。

2. ブレードによる手足切断の危険可動部に近づかないこと

93–7301

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 物体が飛び出す危険 すべてのガード類を正しく取り付けて使
用し、可動部に近づかないこと。

107-2926

1. インペラによる切傷や手足の切断の危険 可動部に近づか
ないこと。

2. 異物が飛び出す危険人を近づけないこと。
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – カッティングユニットを取り外します。

ダブルプーリ 1
プーリナット 12
ナットカバー 1

新しいスピンドルプーリを取り付けます。

3 ブレード 3 新しいブレードを取り付けます。

4 ピボットブラケット 2 デフレクタを取り外しまたは改造します。

ブロアアセンブリと取り付けブラケット 1
キャップスクリュ, 5/16 x 1 インチ 3
ロックナット, 5/16 4
キャリッジボルト, 3/8 x 3/4 インチ 4

5
フランジナット, 3/8 インチ 3

ブロアの取り付けブラケットを取り付け
ます。

前デフレクタ 1
後デフレクタ 1
後シェルフ 1
左シェルフ 1
右シェルフ 1
キャップスクリュ, 5/16 x 5/8 インチ 6
ロックナット, 5/16 インチ 6
キャップスクリュ, 3/8 x 1 インチ 4
ロックワッシャ, 3/8 in 4
キャップスクリュ, 1/4 x 1 インチ 3
キャップスクリュ, 1/4 x 3/4 in 3

6

ロックナット, 1/4 inch 6

デッキデフレクタを取り付けます。

デフレクタストップ 1
キャップスクリュ, 1/4 x 3/4 in 27
ロックナット, 1/4 inch 2

新しいデフレクタストップを取り付けます。

アイドラアームアセンブリ 1
ピボットねじ 1
ブッシュ 1
ワッシャ 2
ロックナット, 3/8 インチ 1
スプリング 1
ねじ山付きロッド 1
フランジナット, 5/16 インチ 2
スプリングブラケット 1
キャップスクリュ, 1/4 x 1 インチ 2

8

ロックナット, 1/4 inch 2

アイドラアセンブリを取り付けます。

9 ベルト 1 ブロアを取り付ける.
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

バンパー 1
キャップスクリュ, 5/16 x 3 インチ 410
ロックナット, 5/16 インチ 4

バンパーを取り付けます。

トリムモールディング 111 デッキカバー 1 新しいデッキカバーを取り付けます。

ベルトガード 112 プーリガード 1 新しい安全ガードを取り付けます。

13 カウンタバランスのスプリング 1 新しいカウンタバランススプリングを取り
付けます。

14 必要なパーツはありません。 – トラクションユニットにカッティングユニッ
トを取り付けます。

15 デカル, 警告用 1 新しいデカルを貼り付けます。

16 シュート・アセンブリ 1 ブロアハウジングのシュートを取り付け
ます。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

取り付け手順書 1 取り付け前にお読みください。

パーツカタログ 1 パーツ番号を調べるための資料です。

認証証明書 1 CE 規格適合の認証書です。

1
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを取取取りりり外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 平らな場所に駐車し、刈り込みデッキを上昇

させ、駐車ブレーキを掛け、走行ペダルが
ニュートラルに戻っていること、PTOレバー
が OFF位置になっていることを確認し、エン
ジンを停止し、キーを抜き取る。

注注注意意意
デデデッッッキキキががが下下下がががっっったたた状状状態態態のののととときききはははカカカウウウンンンタタタバババ
ララランンンスススのののスススプププリリリンンングググににに張張張力力力ががが掛掛掛かかかっっっててていいいるるる
200シシシリリリーーーズズズのののトトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト。。。

スススプププリリリンンングググののの調調調整整整ややや取取取りりり外外外しししををを行行行ううう場場場合合合ははは
必必必ずずずデデデッッッキキキををを上上上昇昇昇さささせせせたたた状状状態態態ででで行行行うううこここととと。。。

2. 200シリーズのトラクションユニットのみトラ
クションユニットからカウンタバランスを外し
てブラケットからロックピンを抜き、スプリ

ングテンションアセンブリをブラケットから
分離してデッキの上に置く。ロックピンは紛
失しないようにブラケットに止めておく図 1。

図図図 1

1. ロックピン 3. スプリングテンション・アセ
ンブリ

2. ブラケット

3. カッティングユニットを下降させ、昇降アー
ムブラケットをキャスタアームに固定してい
る4本のボルトとナットを外す図 2。
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図図図 2

1. 昇降アームのブラケット 2. 右側キャスタアーム

4. エンジンを始動し、トラクションユニットの
昇降アームを上昇させる。

5. エンジンを停止させ、カッティングユニット
をトラクションユニットの下から抜き出し、
PTOシャフトのオスメスの接続部分を解除
する図 3。

図図図 3

1. PTO シャフト

注注注意意意
PTOシシシャャャフフフトトトををを接接接続続続しししたたたままままままでででエエエンンンジジジンンン
ががが始始始動動動すすするるるととと重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐
れれれがががあああるるる。。。

PTOシシシャャャフフフトトトがががカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの
ギギギアアアボボボッッックククスススににに接接接続続続ささされれれるるるまままでででははは、、、エエエンンン
ジジジンンンををを始始始動動動しししてててPTOレレレバババーーーををを操操操作作作しししてててははは
ななならららななないいい。。。

2
新新新しししいいいスススピピピンンンドドドルルルプププーーーリリリををを取取取りりり付付付
けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ダブルプーリ

1 プーリナット

1 ナットカバー

手手手順順順
1. 右カバーを刈り込みデッキの上部に固定して

いるラッチを外す。刈り込みデッキからカ
バーを外す。

2. アイドラプレートを固定しているナット 2個 を
外してアイドラプーリがベルトを押す力を解
除する 図 4。

図図図 4

1. アイドラプレート 3. アイドラ調整ナット

2. ナット2個

3. 右スピンドルプーリからベルトを取り外す 図
4。

4. スピンドルハウジングアセンブリを刈り込み
デッキに固定しているキャリッジボルトフラ
ンジナット各6を外す図 5。刈り込みデッキ
の下からスピンドルハウジング・アセンブリ
を引き出す。

5. プーリをスピンドルシャフトに保持している
ナットとワッシャを外す。シャフトからプー
リを取り外す。

6. スピンドルシャフトに新しいダブルプーリを
取り付ける。プーリナットはまだ取り付けな
いでください。

7. スピンドルハウジングアセンブリのプーリ側
の端部を刈り込みデッキの穴に入れ、プーリ
とアイドラにベルトを掛け回す。スピンドル

6
 



アセンブリを取り付けるキャリッジボルト6本
と、フランジナットを使用する。

図図図 5

1. キャリッジボルト 3. プーリナット

2. 二重スピンドルプーリ

8. スピンドルシャフトに既存のワッシャと新し
いプーリナットを取り付け、135.5Nm 13.8kg.m
= 100ft-lb にトルク締めする。ナットカバー
を取り付ける。

9. アイドラ調整ナットを4854Nm 4.85.5kg.m=
3540ft-lbに締め付けてベルトに適切な張りを与
える。アイドラプレートナットを締めつける。

3
新新新しししいいいブブブレレレーーードドドををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

3 ブレード

手手手順順順

1. 厚いパッドの入った手袋を使ってブレードの
端部をしっかり握る。スピンドルのシャフト
からブレード・ボルト、芝削り防止カップ、
ブレードを取り外す図 6。

G010555

1

2

図図図 6

1. ブレード・ボルト 2. 芝削り防止キャップ

2. 研磨できたら、ブレードを取り付けセール部
がデッキの天井側にくるように、芝削り防止
カップを取り付ける。ブレードボルトを取り付
ける。ブレードボルトを 115149Nm 11.815.2kg.m
= 85110ft-lb にトルク締めする。

3. 全部のブレードについて上記の作業を行う。

4
デデデフフフレレレクククタタタををを取取取りりり外外外すすすまままたたたははは改改改造造造
すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ピボットブラケット

手手手順順順

1. デフレクタマウントをピボットブラケットに
固定しているボルト本、ロックナット、スプ
リングを外す(図 7)。デフレクタを取り外す。

2. ピボットブラケットをハウジングに固定して
いるキャリッジボルトとフランジナットを外
す図 7。ピボットブラケットを取り外す。外し
たボルト類は将来に備えて保管する。

3. 補強プレートをハウジング下側に、また、ス
ティフナプレートをハウジング上部に固定し
ているキャリッジボルト2本、平ワッシャ、
ロックナットを外す図 7。
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図図図 7

1. デフレクタ 3. 補強プレート

2. ピボットブラケット 4. スティフナプレート

4. 先ほど取り外したボルト、ロックナット、ス
プリングを使用して、新しいピボットブラ
ケットをデフレクタマウントに取り付ける 図
8。ブラケットはピボット動作できなければな
らないので、ナットを締め付け過ぎないよう
にすること。側方排出で使用する時のために
このアセンブリを保管する。

図図図 8

1. デフレクタ 2. ピボットブラケット

5
ブブブロロロアアアののの取取取りりり付付付けけけブブブラララケケケッッットトトををを取取取りりり
付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ブロアアセンブリと取り付けブラケット

3 キャップスクリュ, 5/16 x 1 インチ

4 ロックナット, 5/16

4 キャリッジボルト, 3/8 x 3/4 インチ

3 フランジナット, 3/8 インチ

手手手順順順
1. 右側デッキカバーのスプリングラッチを刈り

込みデッキの右側に固定しているねじ類を外
す図 9。ラッチは右側カバーと共に保管する。

2. ブロアと取り付けブラケットを、デフレクタ
を取り付けていた穴に合わせてデッキの上に
セットする。図 9はブロアなしのブラケット
のみを示している。ブロアと刈り込みデッキ
との間にすきまを作らないようにすること。

図図図 9

1. スプリングラッチ 4. 補強プレート

2. 後取り付けブラケット 5. ブロアのブレース

3. 前取り付けブラケット

3. 新しい補強プレートをデッキ裏側にセットす
るデフレクタを取り付けていた穴に合わせる
図 9。
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4. 前後のブラケットと補強プレートをデッキに
取り付ける先に外したキャリッジボルト3/8
-16 x 7/8インチ2本とフランジナットを使用す
る図 9。ボルトの頭がデッキの上に来るよう
に取り付けること。

5. ブロアを取り付けブラケットに固定している
ノブ 2個 を取る。ブロアを外す。

6. 各ブラケットを型紙として、直径 8.7mmの穴
をあと2つ開ける2つは後ブラケット用、1つは
前ブラケット用。補強プレートを型紙として
利用して、後ブラケット用の穴直径 8.7mmを
1つ開ける。

注注注 ドリルを使うとき、キャスタアームを傷つ
けないように注意してください。

7. ブラケットと補強プレートをデッキに取りつ
けるボルト直径 8.7mmとロックナットを使用
する 図 9。ボルトの頭がデッキの上に来るよ
うに取り付けること。

8. ブロアのブレースを固定する後取り付けブラ
ケットへの固定はボルト3/8-16 x 1インチ2本と
ロックナット図 9、キャスタアームへの固定に
はボルト3/8-16 x 1インチを使用する。

9. 昇降アームブラケットをキャスタアームに取
り付ける時に、先に取り外したボルトとナッ
トを使って、ブロアのブレースの反対側を昇
降アームブラケットと右キャスタアームに取
り付ける。

図図図 10

1. 昇降アームのブラケット 2. 右側キャスタアーム

6
デデデッッッキキキデデデフフフレレレクククタタタををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 前デフレクタ

1 後デフレクタ

1 後シェルフ

1 左シェルフ

1 右シェルフ

6 キャップスクリュ, 5/16 x 5/8 インチ

6 ロックナット, 5/16 インチ

4 キャップスクリュ, 3/8 x 1 インチ

4 ロックワッシャ, 3/8 in

3 キャップスクリュ, 1/4 x 1 インチ

3 キャップスクリュ, 1/4 x 3/4 in

6 ロックナット, 1/4 inch

手手手順順順

1. 前デフレクタをデッキにセットするデフレク
タの後部を排出口に合わせてセットする 図
11と 図 12。

図図図 11

1. 前デフレクタ

2. デフレクタを型紙として、デッキの前と上に
直径 8.7mmの穴を開ける。

3. デフレクタの前側の2枚の取り付けタブをデッ
キに固定するボルト5/16-18 x 5/8インチとロッ
クナット5/16-18インチを使用する。

4. 前取り付けブラケットの右前の角とデフレク
タの上部のタブをデッキに固定するボルト
5/16-18インチとロックナットを使用する。
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図図図 12

1. 前デフレクタ 4. 左シェルフ

2. 後デフレクタ 5. 右シェルフ

3. 後シェルフ

図図図 13

1. 後デフレクタ

5. デフレクタを型紙として、デッキに直径 8.7mm
の穴を3つ開ける。

6. デフレクタをデッキに固定するボルト5/16-18
x 5/8インチ3本とロックナット5/16-18イン
チを使用する。

7. 左右のシェルフを取り付けられるように、
デッキ底面のエッジ部にある溶接痕を平らに
削る。研削が終了したらデッキを塗装する。

8. デッキの既存の穴に後シェルフを取りつけ
るボルト3/8-16 x 1インチ 4本とロックワッシャ
3/8インチを使用する 図 14。

図図図 14

1. 後シェルフ

9. 左シェルフを、後シェルフの左端とデッキの
エッジに合わせてセットする 図 12と 図 14。

10. 左シェルフをデッキに取りつけるボルト 1/4-20
x 1インチ 2本、ボルト3/8インチ1本、ロック
ナット3個を使用する図 15。ボルトは、頭部が
デッキの内側にくるように取り付ける。

図図図 15

1. 左シェルフ

11. 右シェルフを、後シェルフの右端とデッキの
エッジに合わせてセットする 図 12と 図 16。
左シェルフを型紙として、デッキに直径 7.1mm
の穴を3つ開ける。
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図図図 16

1. 右シェルフ

12. 右シェルフをデッキに取りつけるボルト 1/4-20
x 1インチ1本、ボルト1/4-20 x 3/4インチ2本、
ロックナット3個を使用する。ボルトは、頭部
がデッキの内側にくるように取り付ける。

7
新新新しししいいいデデデフフフレレレクククタタタススストトトッッップププををを取取取りりり
付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 デフレクタストップ

2 キャップスクリュ, 1/4 x 3/4 in

2 ロックナット, 1/4 inch

手手手順順順

1. 新しいデフレクタストップを型紙として、元
の平らなデフレクタストップの上にセットす
る 図 17。新しいデフレクタストップの底面
が面一となっており、デッキ側面に接触し、
デフレクタサポートの外側エッジに平行であ
ることを確認する。

図図図 17

1. 新しいデフレクタストップ 3. ボルトとロックナット

2. 穴を空ける

2. 古いデフレクタサポートを貫通させて直径
7.1mmの穴を2つ開ける。

3. 古いデフレクタストップに新しいデフレクタ
サポートを取り付けるボルト1/4-20 x 3/4イン
チ2本とナットロックナット1/4-20インチを
使って 図 17のように取り付ける。

8
アアアイイイドドドラララアアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 アイドラアームアセンブリ

1 ピボットねじ

1 ブッシュ

2 ワッシャ

1 ロックナット, 3/8 インチ

1 スプリング

1 ねじ山付きロッド

2 フランジナット, 5/16 インチ

1 スプリングブラケット

2 キャップスクリュ, 1/4 x 1 インチ

2 ロックナット, 1/4 inch

手手手順順順

1. 図 18 に示す寸法に従って、デッキに直径
10.3mmの穴を1つ開ける。図中の寸法は、デッ
キの右前角および排出口のエッジから測定し
たものである。便宜上、ブロア用ブラケット
は描かれていない。
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図図図 18

1. 6-13/16 インチ 2. 9-1/8 インチ

2. 図 19に示す寸法に従って、右ブリッジバーに
直径 20.6mmの穴を1つと直径10.3mmの穴を
2つ開ける。

図図図 19

1. 127mm 4. 直径 10.3mm (2)
2. 27mm (2) 5. 直径 20.6mm
3. 1 インチ

3. ねじ山付きロッドに、フランジナット5/16-18
インチを取り付けて約 5cm進める図 20。

図図図 20

1. アイドラプーリのアーム 3. ねじ山付きロッド

2. スプリングブラケット 4. スプリング

4. ねじ山付きロッドをスプリングブラケットの
大きい方の穴に入れ、もう1個のフランジナッ
ト5/16-18インチで仮止めする図 20。フランジ
ナットはまだ本締めしない。

5. ねじ山付きロッドのもう一方の端部をブリッ
ジバーの穴に入れ、ボルト2本とロックナッ
トでスプリングブラケットをブリッジバーに
固定する図 20。

6. スプリングの短い方の端をねじ山付きロッド
の穴に引っ掛け、長い方の端をアイドラアー
ムの穴に引っ掛ける図 20。

7. アイドラプーリのアームを、以下の部品と共
にその順序でデッキに取り付けるピボットね
じ 3/8-16インチ、スラストワッシャ 1/2イン
チ、アイドラアーム、スラストワッシャ 3/8イ
ンチ、デッキ、ロックナット 3/8-16インチ 図
20。この時点では、ねじ山付きロッドのフラ
ンジナットを締め付けない。ブロアアセンブ
リとベルトの取り付けが終わった後にスプリ
ングのテンション調整を行う。

9
ブブブロロロアアアををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ベルト

手手手順順順

1. 小さいデッキスピンドルプーリにベルトを掛
ける。

2. ブロアを取り付けブラケットの整列用スタッ
ド 図 21 入れてベルトをブロアプーリに掛け
回す。

注注注 ブロアがブラケットに入りにくい場合は、
整列ボルトを少しゆるめてください。
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図図図 21

3. ブロアをブラケットに固定するノブ2個を使用
する。

4. ねじ山付きロッドのフランジナットを調整し
て、スプリングの長さが 12.4cmにとなってベ
ルトに適切な張りが出るようにする。

10
バババンンンパパパーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 バンパー

4 キャップスクリュ, 5/16 x 3 インチ

4 ロックナット, 5/16 インチ

手手手順順順

1. 図 22に示す寸法に従って、右前キャスタアー
ムブラケットの両方の壁に、直径 8.7mmの穴
を1つ開ける。

図図図 22

1. 2-1/2 インチ 2. 3/8 インチ

2. バンパーの前取り付けプレートの上穴を、キャ
スタアームブラケットに固定するボルト5/16
-18 x 3インチとロックナットを使用する図 23。

図図図 23

1. バンパー

3. バンパーに付いている両方の取り付けプレート
を型紙として、前後のキャスタアームブラケッ
トの壁に、直径 8.7mmの穴をあと3つ開ける。
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11
新新新しししいいいデデデッッッキキキカカカバババーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 トリムモールディング

1 デッキカバー

手手手順順順

1. 右側ブリッジバーの上にトリムモールディング
を差し入れ、スプリングブラケットの側面が
トリムモールディングの遠い方のエッジから
10cmの距離になるように位置決めする 図 24。

g029097

図図図 24

1. トリムモールディング 3. ボルト

2. カバー

2. カバー取り付けボルトを右キャスタアームの
穴に入れ、デッキカバー 図 24の後部を後チャ
ネルピンに引っ掛ける。カバーはモールディ
ングに寄りかかるようになる。必要に応じて
モールディングを調整する。

3. カバーを右キャスタアームにボルトで固定す
る。

12
新新新しししいいい安安安全全全ガガガーーードドドををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ベルトガード

1 プーリガード

手手手順順順

1. 機体にベルトガードを取り付ける図 25。

注注注 機体に付いている金具を取り外し、それを
利用してガードを取り付けてください。

1

3

2

g029097

図図図 25

1. ベルトガード 3. ボルト

2. ナット

2. 機体にプーリガードを取り付ける図 26。

1

3

22

g029099

図図図 26

1. プーリガード 3. ボルト

2. ナット

注注注 機体に付いている金具を取り外し、それを
利用してガードを取り付けてください。
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13
新新新しししいいいカカカウウウンンンタタタバババララランンンススス
スススプププリリリンンングググををを取取取りりり付付付けけけるるる
前前前カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの
みみみ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 カウンタバランスのスプリング

手手手順順順

ブロアアセンブリの重量とのバランスを取るため
に、機体右側についている軽いカウンタバランスス
プリングをキットに付属している重いスプリングに
取り換える必要があります 図 27。

1. スプリングアセンブリについているヘアピン
コッターとクレビスピンを取り外してアセン
ブリをブラケットから取り出す。

2. 上下の取り付けブラケットからスプリングを
外す。

3. 上下の取り付けブラケットに新しい重いスプ
リングを取り付ける。スプリングが全部の穴
に完全に通っていること、またブラケットの
平らな面に接触していることを確認する。

図図図 27

1. ヘアピンコッター 4. スプリング

2. クレビスピン 5. 下部ブラケット

3. 上部ブラケット

4. クレビスピンとヘアピンコッターで、スプリ
ングアセンブリをブラケットに固定する。

14
刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキにににトトトラララクククシシショョョンンンユユユ
ニニニッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 駐車ブレーキを掛け、走行ベダルがニュート
ラル位置、PTOレバーがOFF位置にあることを
確認する。エンジンを始動し、昇降アームを
上昇させる。エンジンを止める。

2. トラクションユニットの前に刈り込みデッキ
をセットし、ギアケースの入力軸をPTOシャ
フトに合わせて入力軸を取り付ける。

3. 昇降アームを注意深く下降させて昇降アームの
ブラケットとキャスタアームを整列させる。ギ
アケースの入力シャフトの穴と PTOシャフト
の穴とを整列させてロールピンを取り付ける。

4. ボルト4本とナットで、昇降アームブラケッ
トとブロアのブレースの側部をキャスタアー
ムに固定する。

5. エンジンを始動し、刈り込みデッキを上昇さ
せる。カウンタバランスのスプリングを刈り
込みデッキショルダボルトとロックナットを
使用する。

15
新新新しししいいいデデデカカカルルルををを貼貼貼りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 デカル, 警告用

手手手順順順

危険警告デカル P/N 66-1340、CE用の場合は
93-7824をデッキの前側のエッジ部分の右側キャスタ
アームの内側に貼り付ける。
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16
ブブブロロロアアアハハハウウウジジジンンングググのののシシシュュューーートトトををを取取取
りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 シュート・アセンブリ

手手手順順順

重重重要要要 ブブブロロロアアアキキキッッットトトににに入入入っっっててていいいるるるシシシュュューーートトトををを 0.42m³
15立立立方方方フフフィィィーーートトト のののホホホッッッパパパーーーキキキッッットトトととと組組組みみみ合合合わわわせせせててて
使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、ブブブロロロアアアとととホホホッッッパパパーーーををを適適適切切切ににに接接接続続続
ででできききるるるよよようううににに、、、シシシュュューーートトトののの一一一部部部ををを切切切断断断すすするるる必必必要要要がががあああ
りりりままますすす。。。そそそれれれ以以以外外外のののキキキッッットトトととと組組組みみみ合合合わわわせせせるるる場場場合合合ににに
はははススステテテッッップププ3へへへ進進進んんんでででくくくだだださささいいい。。。

1. シュートの 図 28に示す位置にマーカーで印
をつける。

注注注 シュートにあらかじめ切断ラインが表示さ
れている場合があります。

図図図 28

1. 612mm 2. 705mm

2. シュートの周囲全体にマーカーで切り取り線
を入れ、のこぎりで切断する。

3. 刈り込みデッキを希望する刈高にセットする。

4. シュートをブロアの開口部と取り付けスタッ
ドにセットする図 29。

図図図 29

1. シュート 2. シュートブラケット

5. ホッパーのフードを下ろし、シュートをフー
ドの鼻にあわせる。シュートを固定するロッ
クナット 5/16インチ 本と、シュートブラケッ
ト4個を使用する。ブラケットの広い方の端部
が後ろを向くように取り付ける。
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運運運転転転操操操作作作

運運運転転転ののの特特特性性性
9または15立方フィート0.25または0.42立米のポッ
パーキットと共に使用する場合。

注注注意意意
集集集草草草装装装置置置ををを外外外しししててて刈刈刈りりり込込込みみみををを行行行ううう場場場合合合ははは、、、必必必ずずず
デデデフフフレレレクククタタタををを取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。

エンジンが連続してフル回転をほぼ一定に維持でき
るように走行ペダルの踏み込み具合を調整するのが
ベストです。このコツは、カッティングユニットへ
の負荷が大きくなったら走行ペダルの踏み込みを
浅くして走行速度を遅くし、走行に掛かる負荷を
下げてやることです。これにより、エンジンが過
負荷になることなく、走行系統と刈り込み系統の
両方にバランスよくパワーを配分され、ブレード
の高速回転が維持されますので、きれいな刈り込
みとスムースな吸い込み、そしてバッグへの集草
が可能になります。ブロアの速度が急に落ちた場
合には「詰まり」が発生した可能性があります。
それぞれの使用方法の詳細については、刈り込み
デッキとトラクションユニットのオペレーターズマ
ニュアル を参照してください。

危危危険険険
シシシュュューーートトトやややブブブロロロアアア、、、デデデッッッキキキにににははは、、、絶絶絶対対対ににに手手手ややや足足足
ををを入入入れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

1. この集草装置は、芝草がぬれている時でも乾
いている時でも使用可能です。高く伸びすぎ
た草を集草すると、ホッパーがすぐに一杯に
なってしまいます。

2. ぬれた草、重い草などは、シュートの一番上
まで飛ばせない場合があります。シュートの
詰まりを防止するために、このような草刈か
すは底部にある穴から下に落ちてきます。こ
のような状態に気がついたら、走行速度を遅
くしてください。

3. バンパーは、ブロアハウジングを保護するため
のものですが、長く伸びている障害物から保護
することはできません。破損防止のため、障害
物からは十分離れて作業してください。トリミ
ングは、デッキの左側のみで行ってください。

注注注意意意
ホホホッッッパパパーーーををを塀塀塀なななどどどににに当当当てててななないいいよよようううににに十十十分分分ごごご
注注注意意意くくくだだださささいいい。。。トトトリリリミミミンンングググははは、、、刈刈刈りりり込込込みみみ
デデデッッッキキキののの左左左側側側のののみみみででで行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

4. 刈り込み作業中は、大量の刈かすが吸い込まれ
ないまま残されていないか頻繁にチェックして

ください。吸い残し、刈り残しは、ブロアや
デッキの詰まりが原因の可能性があります。運
転を停止し、PTOを解除し、ブレーキを掛けて
エンジンを停止させましょう。そして、シュー
トやブロア、デッキが詰まっていないか点検
してください。詰まっているものを取り除く
時は必ず棒などを使ってください。ブロアの
ベルトの張りを点検してください。スリップ
している場合には張りを調整してください。

5. 刈り込み作業はあまり日にちをあけずに特に
成長期行いましょう。もう少し短く刈り込みた
い場合には、二度刈りしてください。きれい
な刈り込みにするために左右に少しずつオー
バーラップを作りながら刈ってください。

重重重要要要 トトトレレレーーーラララやややトトトラララッッックククででで輸輸輸送送送すすするるる場場場合合合ににに
ははは、、、集集集草草草装装装置置置のののフフフーーードドドをををしししっっっかかかりりりととと固固固定定定しししててて
おおおいいいてててくくくだだださささいいい風風風ににに煽煽煽ららられれれててて開開開くくくととと破破破損損損すすす
るるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

ブブブロロロアアアををを外外外すすす
1. エンジンを止め、アイドラを解除する。固定

フックを使ってアイドラを前キャスタアーム
ブラケットに固定する。

2. ベルトカバーを外し、スピンドルアセンブリ
からベルトを外す。カバーを取り付ける。

3. ブロアを取り付けブラケットに固定している
2つのノブを外し、ブロアとベルトとシュー
トを取り外す。

4. ブロアアセンブリを取り付けた時と逆の手順
で取り外す。

デデデフフフレレレクククタタタののの使使使用用用にににつつついいいててて
ブロアを外した状態で刈り込みデッキを使用したい
場合の手順について説明します。デフレクタには
新しいピボットが取り付けられているので、デフ
レクタをブロアのブラケットにすぐに取り付ける
ことができます。

1. デッキからバンパーを取り外す。

2. デフレクタのピボットブラケットの下側のス
ロットを、デッキのブラケットのボルトに入
れる図 30。
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図図図 30

1. デフレクタ 3. デッキ・ブラケット

2. ピボットブラケット 4. ノブ

3. ノブ2個を使用してデフレクタを固定する。

保保保守守守
• 50運転時間ごとに、ブロアのギアボックスのイン

ペラにゆるみが出ていないか点検してください。
インペラシャフトボルトをを 2525.8Nm 2.52.7kg.m
= 220230in-lb にトルク締めしてください。

• 刈り込みが終了したら毎回、フード、シュー
ト、ブロア、デッキ下を洗浄してください。特
にデッキ下は毎回水で洗浄してください。内部
にごみが大量にこびりついたままで放置する
と、適切に集草できなくなります。

• 50運転時間ごとにベルトの張りと磨耗の点検を
行ってください。張りを点検するには、アイド
ラ取り付けねじをゆるめ、アイドラレバーをに
セットし、アイドラプーリをブロアベルトに
しっかり押し込みます。調整ができたらねじを
締め付ける。

• ブロアのギアボックスはほとんど整備する必要
はありません。50運転時間ごとにオイル漏れの
点検をしてください。万一オイル漏れを発見し
たら、シールを交換し、モリブデン系の高品質
グリスイオウ分を含まないものを 30cc補給して
ください。再組み立て前にベアリングにこのグ
リスを充填してください。

• デッキとトラクションユニットの整備について
はそれぞれの オペレーターズマニュアル を参
照してください。

• カッティングユニットはいつもきれいにしてお
きましょう。特にエンジン部にほこりがたまら
ないように注意してください。ボルトナット類
にゆるみがないように維持してください。デフ
レクタ、バッフル、シールドを定期的に点検
し、磨耗してきたら交換してください。
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組組組込込込宣宣宣言言言書書書

モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

30506 315000001 以上

グランドマスター
200/3280-D/3320 シリー
ズ側方排出デッキ用62イ

ンチブロアキット

GM200 62" BLOWER KIT 62 インチブロア・キット
2006/42/EC,
2000/14/EC

2006/42/EC別紙VIIパートBの規定に従って関連技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子滴通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

確認済み EU技術連絡先

Peter Tetteroo
Toro Europe NV
B-2260 Oevel-Westerloo
Belgium

David Klis Tel. 0032 14 562960
上級エンジニアリングマネージャ Fax 0032 14 581911
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
September 29, 2014
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米米米国国国外外外のののデデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ一一一覧覧覧表表表

デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ輸輸輸入入入販販販売売売代代代理理理店店店 国国国 電電電話話話番番番号号号 デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ輸輸輸入入入販販販売売売代代代理理理
店店店

国国国 電電電話話話番番番号号号

Agrolanc Kft ハンガリー 36 27 539 640 Maquiver S.A. コロンビア 57 1 236 4079
Balama Prima Engineering Equip. 香港 852 2155 2163 Maruyama Mfg. Co. Inc. 日本 81 3 3252 2285
B-Ray Corporation 大韓民国 82 32 551 2076 Mountfield a.s. チェコ共和国 420 255 704

220
Casco Sales Company プエルトリコ 787 788 8383 Mountfield a.s. スロバキア 420 255 704

220
Ceres S.A. コスタリカ 506 239 1138 Munditol S.A. アルゼンチン 54 11 4 821

9999
CSSC Turf Equipment (pvt) Ltd. スリランカ 94 11 2746100 Norma Garden ロシア 7 495 411 61 20
Cyril Johnston & Co. 北アイルランド 44 2890 813 121 Oslinger Turf Equipment SA エクアドル 593 4 239 6970
Cyril Johnston & Co. アイルランド共和国 44 2890 813 121 Oy Hako Ground and Garden

Ab
フィンランド 358 987 00733

Equiver メキシコ 52 55 539 95444 Parkland Products Ltd. ニュージーラン
ド

64 3 34 93760

Femco S.A. グアテマラ 502 442 3277 Perfetto ポーランド 48 61 8 208 416
ForGarder OU エストニア 372 384 6060 Pratoverde SRL. イタリア 39 049 9128

128
ゴルフ場用品株式会社 日本 81 726 325 861 Prochaska & Cie オーストリア 43 1 278 5100
Geomechaniki of Athens ギリシャ 30 10 935 0054 RT Cohen 2004 Ltd. イスラエル 972 986 17979
Golf international Turizm トルコ 90 216 336 5993 Riversa スペイン 34 9 52 83 7500
Guandong Golden Star 中華人民共和国 86 20 876 51338 Lely Turfcare デンマーク 45 66 109 200
Hako Ground and Garden スウェーデン 46 35 10 0000 Solvert S.A.S. フランス 33 1 30 81 77

00
Hako Ground and Garden ノルウェー 47 22 90 7760 Spypros Stavrinides Limited キプロス 357 22 434131
Hayter Limited (U.K.) 英国 44 1279 723 444 Surge Systems India Limited インド 91 1 292299901
Hydroturf Int. Co ドバイ アラブ首長国連合 97 14 347 9479 T-Markt Logistics Ltd. ハンバリー 36 26 525 500
Hydroturf Egypt LLC エジプト 202 519 4308 Toro Australia オーストラリア 61 3 9580 7355
Irrimac ポルトガル 351 21 238 8260 トロ・ヨーロッパNV ベルギー 32 14 562 960
Irrigation Products Int'l Pvt Ltd. インド 0091 44 2449

4387
Valtech モロッコ 212 5 3766

3636
Jean Heybroek b.v. オランダ 31 30 639 4611 Victus Emak ポーランド 48 61 823 8369

欧欧欧州州州にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーー保保保護護護ににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

トロが収集する情報について
トロ・ワランティー・カンパニートロは、あなたのプライバシーを尊重します。この製品について保証要求が出された場合や、製品のリコールが行われた場合に
あなたに連絡することができるように、トロと直接、またはトロの代理店を通じて、あなたの個人情報の一部をトロに提供していただくようお願いいたします。

トロの製品保証システムは、米国内に設置されたサーバーに情報を保存するため、個人情報の保護についてあなたの国とまったく同じ内容の法律
が適用されるとは限りません。

あなたがご自分の個人情報を提供なさることにより、あなたは、その情報がこの「お知らせ」に記載された内容に従って処理されることに同意したこ
とになります。

トロによる情報の利用
トロでは、製品保証のための処理ならびに製品にリコールが発生した場合など、あなたに連絡をすることが必要になった場合のために、あなたの個人情報を
利用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場
合があります。弊社があなたの個人情報を他社に販売することはありません。ただし、法の定めによって政府や規制当局からこれらの情報の開示を求めら
れた場合には、かかる法規制に従い、また弊社ならびに他のユーザー様を保護する目的のために情報開示を行う権利を留保します。

あなたの個人情報の保管について
トロでは、情報収集の当初の目的を遂行するのに必要な期間にわたって、また法に照らして必要な期間法律によって保存期間が決められて
いる場合などにわたって情報の保管を行います。

弊社はあなたの個人情報の流出を防ぎます
トロは、あなたの個人情報の保護のために妥当な措置を講ずることをお約束します。また、情報が常に最新の状態に維持されるよう必要な手段を講じます。

あなたの個人情報やその訂正のためのアクセス
登録されているご自分の情報をご覧になりたい場合には、以下にご連絡ください legal@toro.com.

オオオーーーススストトトラララリリリアアアにににおおおけけけるるる消消消費費費者者者保保保護護護法法法にににつつついいいててて

オーストラリアのお客様には、梱包内部に資料を同梱しているほか、弊社代理店にても法律に関する資料をご用意しております。

374-0269 Rev H

 



Toro 一一一般般般業業業務務務用用用機機機器器器ののの品品品質質質保保保証証証

年間品質保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの品
質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての製品
に適用されますエアレータに関する保証については該当製品の保証書をご覧
下さい。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーはオペレーターズマニュアルに記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載して
使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品について
は、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンン・・・バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオン・バッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。 バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。 本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 35 年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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